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P12ここが聞きたい（一般質問）

P2新体制がスタート 議員あいさつ

　「令和」の由来である梅の花32首を詠んだ大伴旅人は、古代大宰府の長官で、筑前町とも縁がありました。
この地で詠んだ「安の野」の歌は万葉集に収められ、筑前町公民館支館敷地内（篠隈）に石碑が建てられています。
「君がため　醸みし待ち酒　安の野に　ひとりや飲まむ　友なしにして」（『万葉集』巻第四　五五五番）

P6～9予算審査特別委員会

P3～5子ども議会が開催特 集
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～新体制がスタートしました～
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　議会運営の会議規則・委員会条
例や議長からの諮問事項などを調査
研究するとともに議員相互のレベル
アップを図り、町民の皆さまから信頼
される議会をめざします。

町民の皆様には、日頃から筑前町議会の活動に対しまして、ご理解、
ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
平成 31年２月１日第１回臨時議会において議員各位のご推挙により、
議長並びに副議長に就任いたしました。
ここに改めて、その職の責務の重大さを認識し、町政の発展と円滑な
議会運営に全力を尽くす所存でございます。
今後、町議会では、町民の皆様が安心安全に暮らせるまちづくりを実
現していくために、執行部と議会は対等な立場として、「言うべきところ
は言う」「チェックすべきところはチェックする」を念頭に、議員全員が
協力し、議決機関としての役割と機能を十分に発揮し、二元代表制の一
翼を担う議会として、皆様のご期待に沿うように努力してまいります。
結びに、町民の皆様方の益々のご健勝を心からお祈りいたしまして、
就任のご挨拶とさせていただきます。

　教育・福祉・健康・人権等を所管
する委員会です。住民の生活に直結
する問題や課題を多く抱えています
が、「見て」「聞いて」そのことを町政に
「提言」していくために委員一同、頑
張ってまいります。

　年に４回、定例会の報告を中心に住民に分かり
やすく、「見える」議会情報をお届けします。

　住民の皆様との意見交換会などを通して、町政
に反映できるよう、議会活性化を目指します。

◎山本　久矢　　○河内　直子　　寺原　裕明
　柳　　雅明　　　石橋　里美　　木村　和彦

◎田口　譲司　　○奥村　忠義　　深野　良二
　木村　博文　　　持山　英幸　◇田中　政浩

　主に財政関係から、インフラ整
備・農林商工等を所管する委員
会です。皆様の税金が無駄遣い
されていないかをしっかりとチェッ
クして、課題を抽出し、政策提言
ができる委員会を目指します。

議会運営委員会

就任のごあいさつ

文教厚生常任委員会

議会広報特別委員会 議会活性化検討特別委員会

総務建設常任委員会

議　

長

田
中
　
政
浩

副
議
長

横
山
　
善
美

さらに前進　筑前町議会

「見て」・「聞いて」・「提言」

「伝わる広報」から「見える広報」へ 住民へ開かれた議会へ

能動的に働く委員会

（凡例：◎委員長、○副委員長、◇オブザーバー）

◎横山　善美
○木村　博文
　深野　良二
　田口　讓司
　山本　久矢
◇田中　政浩

◎木村　博文
○奥村　忠義
　持山　英幸
　木村　和彦
　田口　讓司
　山本　一洋
　田中　政浩

◎深野　良二
○寺原　裕明
　柳　　雅明
　石橋　里美
　山本　久矢
　河内　直子
　横山　善美
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筑
前
町
で
初
め
て
の
子
ど
も
議
会

　

議
場
で
は
、
通
常
通
り
に
執
行
部
が
席
に

座
り
、
一
般
質
問
を
行
う
子
ど
も
議
員
が
議

員
席
側
に
座
り
ま
し
た
。
中
学
生
２
名
が
議

長
と
副
議
長
と
な
り
、
前
半
と
後
半
に
分
か

れ
て
議
長
席
で
議
事
の
進
行
を
行
い
ま
し

た
。
み
ん
な
と
て
も
緊
張
し
た
と
思
い
ま
す

が
、
大
き
な
声
で
堂
々
と
し
た
発
言
を
し
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
の
目
的

　

子
ど
も
議
会
開
催
は
、
こ
れ
ま
で
各
議
員

が
一
般
質
問
で
、
若
者
の
参
画
意
識
を
育

て
、
子
ど
も
の
意
見
を
町
政
に
活
か
す
た
め

に
と
提
言
し
て
き
た
こ
と
が
実
現
し
た
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
町
の
問
題
を
自
ら
考

え
、
議
会
の
模
擬
体
験
を
行
う
こ
と
で
、
行

政
や
議
会
の
仕
組
み
を
学
び
、
町
政
・
議
会

活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

筑
前
町
の
未
来
の
た
め
に

　

選
挙
権
の
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
が
り
、
町
や
世
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る

様
々
な
出
来
事
や
身
近
な
地
域
の
問
題
、
将

来
の
こ
と
を
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ

の
体
験
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
良
さ
を

再
発
見
し
、
町
の
政
治
に
関
心
を
深
め
る
良

い
機
会
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
員
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

議長　税田　夏碧（夜須中）

副議長　北嶋　大誓（三輪中）

筑前町子ども議会
　筑前町で初めての子ども議会が開催されました。各中学校から３名、各小学校から２名の全14名
が子ども議員として選出され、議会から田中議長・横山副議長、町当局は町長・副町長・教育長以下
全課長が出席し、議場を使って本番さながらの一般質問を行いました。

平成31年２月16日（土）14時開会
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ま
と
め

　

筑
前
町
の
安
全
・
安
心
と
、

本
町
の
発
展
に
対
す
る
思
い

の
質
問
を
聞
い
て
、
目
線
を

変
え
る
と
た
く
さ
ん
の
懸
案

が
出
て
く
る
こ
と
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
現
に
は
予
算
な
ど
の

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

町
長
・
教
育
長
か
ら
丁
寧
な

説
明
が
あ
り
、
ま
た
反
問
権

で
子
ど
も
達
に
意
見
を
問
い
、

充
実
し
た
会
議
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
懸
案
事
項
は
担
当

課
と
協
議
を
し
て
、
ぜ
ひ
改

善
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
開
催
が
子
ど
も
た

ち
、
ま
た
全
て
の
町
民
の
方
々

に
と
っ
て
、
行
政
や
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
員
の
方
々
、
関

係
者
の
方
々
、
準
備
か
ら
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

町
議
会
副
議
長　

横
山

※
反
問
権
…
質
問
者
へ
問
い
返
す

　
こ
と
が
で
き
る
権
利
の
こ
と
。

議席12番　安心院 璃音　議員
（夜須中）

議席８番　柴田　小羽　議員
（三並小）

議席３番　伊藤　瑛太　議員
（東小田小）

議席11番　中村　竜大　議員
（夜須中）

議席７番　倉掛　温　議員
（三並小）

議席５番　吹出　幸生　議員
（中牟田小）

Q❶ショッピングモールの
誘致を。町内に暮らしの

ものを揃える店が少ない。筑前
町っていいよねと思ってもらえ
るものを作ってほしい。若い世
代の子育ての助けになれる。
❷夜須中の校舎で古くなってい
る所を新しくしてほしい。

Q❶西日本豪雨で親水公園
に被害が出ています。み

んなが安全に使えるように早く
直してほしいです。
❷通学路で危険を感じていま
す。カーブミラーや信号機、街
灯など安全に登下校できるよう
に早めに設置してほしいです。

Q『ちくちゃんバス』の利用
を増やすために、もっと

PRしてほしいです。また、バ
スの利用が難しいお年寄りや
体の不自由な方への対応につい
て、どのように考えていますか。

Q❶各小学校区内に子ども
達だけで気軽に遊べる場

所を増やしてほしい。
❷トレーニングセンターなどの
スポーツ施設を個人でも使用で
きる環境に。
❸子どもからご老人まで気軽に
入れる町の温泉を。

Q三並小学校区にも運動で
きる遊具がある公園を設

置してほしいです。安の里公園
は校区外だから親に送ってもら
わなければいけません。
　陸上競技場や屋内プールなど
本格的な運動施設の設置を希望
します。

Q❶『ちくちゃんバス』に乗
っている人が少ない。商

業施設や電車の駅などに寄ると
利用者が増えると思います。
❷中牟田小学校が冠水して大変
でした。町を挙げての避難訓練
を行うとか、地域で対策をとる
などありますか。

子
ど
も
議
員
12
人
の
質
問
と
意
見

7

5

12

8

3

11
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傍
聴
者
の
感
想

○
筑
前
町
の
子
ど
も
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

と
関
心
を
覚
え
ま
し
た
。

予
算
の
問
題
な
ど
で
問
題

解
決
に
は
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
が
、
一
つ
で
も

解
決
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
筑
前
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
、
親
子
共
々

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
く
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
町
の
方
針
や
こ
れ
ま
で
の

経
緯
な
ど
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
議

会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

大
人
の
私
も
大
い
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
に

過
ご
せ
ま
し
た
。

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
件
、
制

服
の
件
、
実
現
す
る
と
良

い
と
思
う
。
皆
が
し
っ
か

り
意
見
を
言
い
、
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
実
際
の
町
議

会
に
も
こ
れ
か
ら
傍
聴
し

た
い
と
思
っ
た
。

議席１番　永松 史寿葉　議員
（三輪小）

議席２番　真子　空　議員
（三輪小）

Q❶町にショッピングモー
ルを建てることはできま

せんか。
❷中学女子の制服でスカートかズ
ボンを選ぶことはできませんか。
❸町内中学進学を自由に選べる
学校選択制を取り入れることは
できませんか。

Q車道と歩道のさらなる整
備、障がいのある方のた

めの音が出る信号機、公共の場
でのスロープを増やすことがで
きれば、誰もが住みやすい町へ
の第一歩となると思います。

議席10番　米倉　彩加　議員
（三輪中）

議席６番　平山　稜太　議員
（中牟田小）

議席４番　原田　宙　議員
（東小田小）

議席９番　染森　健真　議員
（三輪中）

Q❶冬の朝方はカーブミラ
ーが曇り、見通しが悪く

なるので、曇らないものにして
はどうか。
❷見通しが悪くカーブミラーが
必要な所がないか、町民・町で
働いている人にアンケートを取
り、設置を増やしては。

Q筑前町が誰にとっても優
しい町になってほしいと

思っています。歩道の狭いとこ
ろに自転車が通ったり、電柱が
あったり、段差があったりと危
険です。公共インフラの安全面
のチェックと整備をお願いし
ます。

Q❶冷暖房設備の体育館が
あるとイベントやスポー

ツ大会ができ、町が元気になる
と思います。
❷町の歴史資料館があると、町
のよさをもっとアピールするこ
ともできるのではないかと思い
ます。

Q❶コンピュータ室の稼働
率を上げることで、必要

な知識をすぐに得ることができ
るようにPCの速度を速くする。
❷コンピュータを使って英会話
やリスニング力を高められるよ
うにする。

テ
ー
マ 

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
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一般会計予算平成31年度 TOPICS

ため池ハザードマップの作成
7,600万円

これからはじまる取り組みや注目事業など、予算の一部を集めました。

ため池68ケ所の災害予想範囲
地図を作成（２年間の継続事業）
※関連記事Ｐ13

区の草刈機導入に対し
本体価格の1/2を補助
（20万円以上の機械）
※関連記事Ｐ16

災害復旧工事
３億6,472万円

道路新設改良事業
１億3,436万円

草刈機導入費補助事業
1,000万円

豪雨災害の
復旧工事

※関連記事
　Ｐ14

やすらぎ荘入口
交差点改良工事
など

※関連記事
　Ｐ15

バス運行委託事業
2,197万円

南部路線バス運行委託料
（学童・地域住民の交通手段の確保）

パークゴルフ場の設置
2,900万円

公園（町有地）
の活用・整備

※財源
そったく基金

寄附金増額による返礼品経費
（返礼品は寄付金額の3割です）

平和推進事業
304万円

ふるさと応援寄附金推進事務
8,739万円

大刀洗飛行場
100周年記念
講演会
式典
イベント企画

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

0 10億円 20億円 30億円 40億円

　平成31年度一般会計および特別会計の予算審査特別委員会
を横山善美委員長のもと、２日間の日程で行った。

予算を問う
平成31年度

一般会計当初予算総額 119億4,683万円（前年度比▲1.7％）

前年度当初予算 121億5,520万円（ ▲2億837万円）

平成31・30年度当初予算比較表

《前年度比・増減額トップ３》

●増額
　１位　災害復旧費　 3億6,201万円（13353.6％）
　２位　総務費　　　 1億2,185万円　　（ 8.8％）
　３位　教育費　　　 1億1,503万円　　（11.8％）

●減額
　１位　農林水産業費　▲ 5億7,508万円（▲50.4％）
　２位　土木費　　　　▲ 2億3,835万円（▲15.7％）
　３位　公債費　　　　▲ 6,535万円（▲ 4.5％）

●増額の主な要因
・ 豪雨災害の復旧事業費
・ 老朽化・省エネ対策による本庁舎維持

管理
・ 各学校施設改修工事など

●減額の主な要因
・ 大型事業の完了によるもの
（両筑平野用水二期事業費負担金一
括償還、町営住宅建替・改修事業費、
観光農園施設整備事業費など）

31年度

30年度

　予算総額は減額となったが、民生費
の扶助費（障害者自立支援給付費や保
育所運営費など）は増加傾向にある。
　31年度は豪雨災害からの復旧・復
興、防災対策に重点をおいた予算内容
となっている。

6筑前議会だより（53号）
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総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

0 10億円 20億円 30億円 40億円

　平成31年度一般会計および特別会計の予算審査特別委員会
を横山善美委員長のもと、２日間の日程で行った。

予算を問う
平成31年度

一般会計当初予算総額 119億4,683万円（前年度比▲1.7％）

前年度当初予算 121億5,520万円（ ▲2億837万円）

平成31・30年度当初予算比較表

《前年度比・増減額トップ３》

●増額
　１位　災害復旧費　 3億6,201万円（13353.6％）
　２位　総務費　　　 1億2,185万円　　（ 8.8％）
　３位　教育費　　　 1億1,503万円　　（11.8％）

●減額
　１位　農林水産業費　▲ 5億7,508万円（▲50.4％）
　２位　土木費　　　　▲ 2億3,835万円（▲15.7％）
　３位　公債費　　　　▲ 6,535万円（▲ 4.5％）

●増額の主な要因
・ 豪雨災害の復旧事業費
・ 老朽化・省エネ対策による本庁舎維持

管理
・ 各学校施設改修工事など

●減額の主な要因
・ 大型事業の完了によるもの
（両筑平野用水二期事業費負担金一
括償還、町営住宅建替・改修事業費、
観光農園施設整備事業費など）

31年度

30年度

　予算総額は減額となったが、民生費
の扶助費（障害者自立支援給付費や保
育所運営費など）は増加傾向にある。
　31年度は豪雨災害からの復旧・復
興、防災対策に重点をおいた予算内容
となっている。
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防
災
・
減
災
対
策

問　

防
災
無
線
の
未
設
置
の
世
帯

数
と
設
置
し
な
い
理
由
は
。

答　

31
年
２
月
末
で
設
置
率
76
％
。

家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
が
多
い

が
、
防
災
無
線
の
必
要
性
を
説
明
し

て
設
置
に
努
め
て
い
く
。

（
環
境
防
災
課
長
）

予
算
審
議

問　

河
川
の
寄
り
州
対
策
の
財
源

を
予
算
化
で
き
な
い
か
。

答　

県
よ
り
、
本
年
度
と
来
年
度
に

か
け
て
倍
額
に
近
い
予
算
を
い
た
だ

き
対
応
し
て
い
く
。	

（
建
設
課
長
）

問　

31
年
度
予
算
に
中
島
池
用
水

吐（
あ
ら
て
）の
予
算
は
。

答　

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

	

（
農
林
商
工
課
長
）

保
育
の
環
境

問　

31
年
度
待
機
児
童
対
策
は
。

答　

定
員
増
の
民
間
保
育
所
や
企
業

主
導
型
保
育
施
設
と
の
連
携
や
保
育

士
の
確
保
で
対
応
を
考
え
る
。

	
（
こ
ど
も
課
長
）

問　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

へ
別
室
の
保
育
ル
ー
ム
を
建
設
す
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

別
室
を
建
て
る
計
画
は
な
い
。

	

（
こ
ど
も
課
長
）

問　

美
和
み
ど
り
保
育
所
入
所
児

の
保
護
者
へ
の
対
応
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
は
、
単
方
向
か
双
方
向
対
応
か
。

答　

保
育
所
か
ら
の
単
方
向
発
信
の

み
の
メ
ー
ル
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

	

（
こ
ど
も
課
長
）

財
政

問　

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
。

答　

31
年
度
に
限
り
、
す
べ
て
国

が
措
置
す
る
。
32
年
度
か
ら
は
負
担

割
合
の
４
分
の
１
が
一
般
財
源
支
出

と
な
る
。	

（
財
政
課
長
）

問　

一
時
借
入
金
が
近
年
15
億
に

膨
ら
ん
で
い
る
が
。

答　

基
金
か
ら
運
用
し
て
い
る
資

金
は
３
月
末
で
一
旦
基
金
に
返
す
必

要
が
あ
る
た
め
、
資
金
的
に
不
足
し

た
場
合
、
不
足
を
金
融
機
関
か
ら
一

時
的
に
借
り
入
れ
を
し
て
い
る
た

め
。	

（
財
政
課
長
）

補
助
金

問　

物
産
展
地
域
活
性
化
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、
商
工
会
と
の
連
携

は
。

答　

町
も
補
助
金
を
出
し
て
い
る

が
、
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
ま
で
は
考
え

て
い
な
い
。	

（
企
画
課
長
）

答　

町
が
イ
ベ
ン
ト
と
関
わ
っ
て

地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
重
要
だ

が
、
自
ら
の
力
も
大
い
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。	

（
町
長
）

問　

同
和
事
業
促
進
費
補
助
金
が

ひ
と
つ
の
任
意
団
体
に
対
し
て
行
わ

れ
て
い
る
が
。

答　

朝
倉
地
域
全
体
の
方
針
で
進

ん
で
い
る
が
、
今
後
の
あ
り
方
を
協

議
し
て
い
き
た
い
。	

（
町
長
）

交
通
安
全
事
業

問　

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
事
業
予
算
が
25
％
減
額
さ
れ

て
い
る
が
。

答　

実
績
に
基
づ
い
て
見
込
み
の

数
字
を
計
上
し
て
い
る
。

	

（
環
境
防
災
課
長
）

問　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事

業
を
町
と
し
て
継
続
で
き
な
い
か
。

答　

31
年
度
か
ら
朝
倉
交
通
安
全

協
会
が
こ
の
事
業
を
引
き
継
い
で

い
く
。	

（
環
境
防
災
課
長
）
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116項目にわたった。

ゆくえは？



平
和
記
念
館

問　

平
和
記
念
館
の
入
館
料
増
の

見
込
み
は
。

答　

対
前
年
度
比
で
、
402
万
５
千
円

増
を
見
込
ん
で
い
る
。	（
財
政
課
長
）

問　

平
和
記
念
館
の
映
像
制
作
料

が
例
年
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

は
な
い
の
か
。
今
あ
る
映
像
で
字
幕

等
が
あ
れ
ば
高
齢
者
、
聴
覚
障
が
い

者
等
に
わ
か
り
や
す
い
が
。

答　

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。	

（
企
画
課
長
）

生
活
改
善
事
業

問　

生
活
改
善
事
業
の
実
績
と
効

果
は
ど
う
か
。

答　

冠
婚
葬
祭
用
の
封
筒
の
売
り
上

げ
枚
数
は
年
々
減
っ
て
お
り
、
利
用

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
各
団
体
へ
の
啓
発
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。	

（
生
涯
学
習
課
長
）

農
林
業

問　

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
農
作

物
へ
の
影
響
は
。

答　

農
作
物
へ
の
影
響
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。	

（
副
町
長
）

問　

林
業
振
興
費
に
荒
廃
竹
林
が

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。
決
算
資
料

の
将
来
の
課
題
に
は
、
平
成
31
年
度

末
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
あ
る
が
。

答　

地
元
で
取
組
み
を
し
て
い
る
の

で
、
町
と
し
て
の
予
算
計
上
は
し
な

い
。
予
算
執
行
を
伴
わ
な
い
事
業
と

し
て
い
る
。	

（
農
林
商
工
課
長
）

問　

農
業
委
員
会
の
男
女
比
率
は
。

答　

定
数
19
名
で
男
性
17
名
、
女
性

２
名
。	

（
農
林
商
工
課
長
）

教
育
環
境

問　

小
学
校
２
年
生
の「
35
人
学
級
」

措
置
は
、
町
独
自
で
予
算
組
み
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
ど
う
か
。

答　

き
め
細
か
な
教
育
の
振
興
の
た

め
に
、
今
後
と
も
続
け
て
い
き
た
い
。

	

（
教
育
課
長
）

問　

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
歩
道

整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

答　

歩
道
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
地
域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。	

（
町
長
）

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
の
内
容
は
。

答　

英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
30
年
度
か
ら
各
学
校
お
よ
そ
１

名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
常
駐
さ
せ
て
い
る
。

	

（
教
育
課
長
）

問　

町
が
保
有
し
て
い
る
文
化
財
は

何
点
く
ら
い
あ
る
か
。
調
査
・
整
理

す
る
た
め
の
期
間
は
。

答　

現
在
の
出
土
品
は
、
収
蔵
箱
換

算
で
１
万
５
千
500
箱
以
上
。
15
年
ほ

ど
か
か
る
見
込
み
。	

（
教
育
課
長
）

そ
っ
た
く
基
金
事
業

問　

そ
っ
た
く
基
金
の
残
金
は
。

答　

こ
の
基
金
は
、
以
前
に
平
野

養
鶏
場
元
会
長
か
ら
町
に
政
策
予

算
と
し
て
２
億
円
を
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
、
ソ
フ
ト
事
業
関
係
に
か
な

り
使
い
、
現
在
４
千
261
万
７
千
円
の

残
金
と
な
っ
て
い
る
。	

（
副
町
長
）

問　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
増
設
に

伴
っ
て
、
駐
車
場
が
必
要
で
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
の
延

長
線
上
で
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後

検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。	

（
町
長
）

水
道
加
入
率

問　

水
道
加
入
率
を
上
げ
る
た
め

に
何
ら
か
の
助
成
金
等
は
な
い
か
。

答　

30
年
度
で
水
道
創
設
事
業
は

完
了
し
た
も
の
の
、
一
部
未
整
備
地

区
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
に
見
合
う

よ
う
な
事
前
加
入
制
度
を
併
用
し

て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

	

（
上
下
水
道
課
長
）
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予算に対する議員の質問は、
その一部を掲載。

予算の



◇
人
権
擁
護
員
の
推
薦

　田
中

　富
久
美

　さ
ん
（
新
任
）

◇
筑
前
町
固
定
資
産
評
価
審
査

　委
員
の
選
任

　三
浦

　
　航

　さ
ん
（
新
任
）

◇
筑
前
町
教
育
委
員
会
委
員
の

　任
命

　尾
崎

　純
子

　さ
ん
（
新
任
）

◇
甘
木
・
朝
倉
広
域
市
町
村
圏
事

　務
組
合
等
公
平
委
員
会
委
員
の

　選
任

　武
井

　欽
二

　さ
ん
（
再
任
）

　井
上

　恒
夫

　さ
ん
（
新
任
）

◇
指
定
管
理
者
の
指
定

　「
筑
前
町
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　み
な
み
の
里
」の
指
定
管
理
者
の

　更
新
（
５
年
）

㈱
筑
前
町
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

み
な
み
の
里

代
表
取
締
役

　田
頭

　喜
久
巳

　
◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　小
川
原
地
区
頭
首
工
災
害

復
旧
工
事
（
曽
根
田
川
）

　５
，６
１
６
万
円
で
締
結

議
案
の
主
な
も
の

3月定例会
　３月４日から15日の12日間の日程で開

催された。３月定例会は、諮問１件・同意４

件、承認１件・議案24件が提案され、審議

の結果、原案のとおり可決した。

30年度一般会計
３月補正予算

4億700万円を減額
総額131億6,968万円

●主な歳入（事業の減による減額）
　国庫支出金 ▲９,９２０万円

　県支出金 ▲１億５,２０３万円

　繰入金 ▲１億９,０５７万円

　財産収入(町有地売払収入など) １億４４４万円

●主な歳出
　強い農業づくり交付金事業 ▲１億７２２万円
　(カントリーエレベーター入札減による)　　　 

　町営住宅建替・改修事業 ▲４,６１４万円

　公共施設等整備基金 １億３１７万円
　(町有地売払収入の積立て)　　　 

　両筑平野用水事業事務 １,７９３万円

わ
た
る

問

　町
道
の
路
線
認
定
に
あ
た
り
、

中
牟
田
信
号
機
の
部
分
は
も
の
す
ご

く
狭
く
、車
が
集
中
し
て
子
ど
も
の

通
学
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
だ
。担
当

課
と
の
協
議
は
。

答

　都
市
計
画
の
方
と
協
議
し
な
が

ら
、今
後
改
善
で
き
る
も
の
は
改
善
し

て
い
き
た
い
が
、今
の
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
。地
元
の
方
か
ら
拡
幅
要
望
を

出
し
て
も
ら
う
手
だ
て
し
か
な
い
。子

ど
も
達
の
通
学
路
の
確
保
と
い
う
こ
と

で
教
育
委
員
会
と
十
分
に
事
故
が
な

い
よ
う
、周
知・協
議
を
し
た
い
。

 

（
建
設
課
長
）

第２回臨時会
　３月22日に開催され、下記の議案

１件について原案のとおり可決した。

◇工事請負契約の締結

　茶屋原地区ため池災害復旧工事
　（中島池）
　　　　　　　　１億152万円
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賛成多数で可決した議案

全会一致で可決・承認した議案

議長　田中　政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。
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議
決
結
果

区
分

議員名

議案名

寺
原
　
裕
明

柳
　
　
雅
明

持
山
　
英
幸

石
橋
　
里
美

奥
村
　
忠
義

木
村
　
和
彦

田
口
　
讓
司

山
本
　
一
洋

奥
村
　
忠
義

山
本
　
久
矢

木
村
　
博
文

河
内
　
直
子

横
山
　
善
美

当
初
予
算

平成31年度一般会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：災害復興に向けた予算であり大いに評価できるが、任意団体の一つに過ぎない部落
解放同盟への600万円をも超える補助金は、筑紫野市を上回るもので、財政規模からも納得できな
い。また、住民の理解を得ることは困難と考える。	

（賛成討論）深野：反対されている予算は、残されている現状課題を解決するために必要。部落差別解
消推進法に基づき、行政も積極的に差別の解消に取り組んでいかなけらばならないので必要な予算と
判断する。

平成31年度
国民健康保険事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：2018年度から公費負担が増えたが現状は変わらず値上げが続いている。町には財
政調整基金が約19億円もあり、国が更なる公費投入を実現するまでは基金を保険税引き下げに使う
べき。抜本的保険税引き下げにより住民の命と暮らしを守り、最大の収納対策にもなる。

（賛成討論）寺原：医療費の増加が見込まれる中、一般会計の法定外繰入がなく、また県が激変緩和に
努められ、一人あたりの納付金額は昨年とほぼ変わらない額に抑えられた内容となっており、適切な
予算と判断する。

平成31年度
後期高齢者医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：保険料の軽減特例措置である９割軽減・8.5割軽減を10月から７割軽減とする内容
であり、低所得者層にとっては大変な負担増になる。75歳という年齢で医療を差別する制度に反対で
あり、元の老人医療保険制度に戻すべき。

（賛成討論）木村：今回の予算は、予算額の上昇は見られるものの、高齢化率の上昇や社会背景に照ら
し合わせると、高齢者が県内一律のサービスを受けられるものとして、県の広域連合が運営している。
本予算は広域連合との連携をもとに、筑前町が徴収した保険料を広域連合に納付する内容で適正だ。

平成31年度
住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：未だ１億円以上の未償還があるのに、あまりに少ない元利収入となっている。弁護士
費用も計上しているが、毎年400万程度の償還ではこれから30年以上もかかってしまい、後世の担当
職員の負担を軽くするためにも早期償還に向け努力すべき。

（賛成討論）奥村：町債も完了したことにより債権回収が中心になる。全負債者の時効の管理、納付事
業、債務者の状況に応じた弁護士相談の活用などの事務を行う必要がある。

人
事

人権擁護委員の推薦

補
正
予
算

平成30年度筑前町一般会計補正予算（第９号）

固定資産評価審査委員会委員の選任 平成30年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

教育委員会委員の任命 平成30年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任 平成30年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任 平成30年度筑前町水道事業会計補正予算（第２号）

専
決

専決処分を報告し、承認を求めること（平成30年度筑前町一般会
計補正予算（第８号））

当
初
予
算

平成31年度筑前町下水道事業会計予算

条
例

筑前町附属機関に関する条例及び筑前町特別職の職員等で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

平成31年度筑前町水道事業会計予算

筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計財政調整基金条例を廃
止する条例の制定

平成31年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算

筑前町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定

そ
の
他

町道の路線認定

筑前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定 町道の路線変更

筑前町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関
する条例の一部を改正する条例の制定

指定管理者の指定

筑前町議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の一部を改
正する条例の制定

工事請負契約の締結	
（農災第６号小川原地区頭首工災害復旧工事）

筑前町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の
増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更

平成31年3月定例会



ここが

  聞きたい！

町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問

３月定例会３月定例会

検索筑前町議会

一
般
質
問

12筑前議会だより（53号）

「
人
権
３
法
」
の

条
例
制
定
を

深
野　
「
人
権
３
法
」
を

踏
ま
え
、
法
律
を
具
体
化

す
る
施
策
は
。

人
権
・
同
和
対
策
室
長　

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
を
目
標
に
掲

げ
、
人
権
施
策
実
施
計
画

書
を
策
定
し
、
具
体
的
施

策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

深
野　

法
律
の
具
体
化
に

向
け
条
例
制
定
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

法
制
定
の
意
義
を

十
分
認
識
し
、
朝
倉
地
域

に
お
い
て
具
体
的
に
協
議

検
討
を
進
め
て
い
く
。

深
野　

独
自
性
の
持
っ
た

条
例
を
制
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

町
長　

町
の
積
極
的
な
姿

勢
を
示
す
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

子
ど
も
の
命
を
守
る

施
策
の
充
実
を

深
野　

児
童
虐
待
や
そ
の

傾
向
に
あ
る
実
態
は
。

こ
ど
も
課
長　

虐
待
の
種

別
は
ネ
グ
レ
ク
ト
が
多

く
、
心
理
的
虐
待
や
身
体

的
虐
待
も
あ
る
。

深
野　

虐
待
を
早
期
発
見

す
る
た
め
に
新
た
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
。

教
育
長　
「
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
、

「
虐
待
」
に
関
す
る
設
問

を
最
後
に
追
加
す
る
な

ど
、
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

深
野　

児
童
虐
待
防
止
に

向
け
て
、
保
護
者
を
支
え

る
援
助
は
。

こ
ど
も
課
長　

こ
ど
も
未

来
セ
ン
タ
ー
で
保
護
者
の

話
を
聴
き
、
医
療
機
関
や

福
祉
課
・
健
康
課
な
ど
と

連
携
し
、
家
庭
生
活
の
立

て
直
し
へ
の
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　３月議会では、６人の議員から９件の一般質問が行われ、町政全般について活発な
議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧
ください。（http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/）

※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

深野良二　議員

「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

の
条
例
制
定
を

協
議
検
討
を
進
め
て
い
く

人権尊重のまちづくり「筑前町隣保館」



ここが
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町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問

３月定例会３月定例会
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一
般
質
問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
が
決
定

柳　

当
町
に
は
68
ケ
所
の

た
め
池
が
あ
る
が
、災
害

予
想
範
囲
が
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
対
応
は
。

環
境
防
災
課
長　

現
在
、

国
の
防
災
重
点
た
め
池
の

選
定
基
準
が
見
直
さ
れ
、

人
的
被
害
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
池
と
し
て
68

ヶ
所
す
べ
て
が
認
定
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
り
、避
難

行
動
へ
つ
な
ぐ
対
策
が
必

要
と
な
る
。

町
長　

た
め
池
だ
け
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
今
後
２

ケ
年
か
け
て
作
成
す
る
。

柳　

今
ま
で
の
マ
ッ
プ
は
。

環
境
防
災
課
長　

現
在
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
31
年

度
更
新
予
定
。

柳　

河
川
等
の
氾
濫
に
よ

り
避
難
所
へ
の
安
全
な
避

難
経
路
が
確
保
で
き
な
い

場
合
、
一
時
避
難
所
の
選

定
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
か
。

環
境
防
災
課
長　

緊
急
を

要
す
る
場
合
の
仮
の
避
難

所
は
、今
ま
で
通
り
地
域

で
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

柳　

様
々
な
災
害
に
対
応

す
る
避
難
所
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す

る
。

　

避
難
所
が
災
害
に
よ
っ

て
違
っ
て
く
る
こ
と
。特
に

災
害
弱
者
の
対
応
を
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
一
枚
に
記
載

す
る
こ
と
は
無
理
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
。校
区

ご
と
に
４
枚
を
作
成
さ
れ

て
は
。

環
境
防
災
課
長　

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
事
前
に
見
て

も
ら
う
こ
と
で
価
値
が
発

揮
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
１
枚
刷
り
の
町
内

全
域
地
図
か
、小
サ
イ
ズ
で

校
区
別
の
分
割
地
図
が
い

い
の
か
の
判
断
に
な
る
。全

戸
配
布
、H
P
か
ら
の
確

認
・
印
刷
対
応
を
考
え
て

お
り
、総
合
的
に
判
断
し

た
い
。

柳　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

壁
に
貼
付
し
た
場
合
、裏

面
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、カ
レ
ン
ダ
ー
方

式
で
め
く
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
か
。

環
境
防
災
課
長　

総
合
的

に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
慮
し
て
判
断
し
た
い
。

柳　

行
政
全
体
が
総
合
的

に
対
応
す
る
時
代
へ
と
変

化
し
て
き
て
い
る
。「
災
害
の

な
い
町
・
筑
前
町
」を
目
指

す
た
め
に
町
長
の
意
見
は
。

町
長　

災
害
こ
そ
ま
ず
最

優
先
に
取
り
組
む
べ
き
政

策
で
あ
る
。
起
こ
っ
た
こ

と
か
ら
し
っ
か
り
学
び
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

初
任
者
研
修
の

あ
り
方
を
問
う

寺
原　

町
内
小
中
学
校
に

お
け
る
教
員
初
任
者
の
人

数
は
。

教
育
課
長　

平
成
28
年
度

８
名
、
29
年
度
４
名
、
30

年
度
８
名
。

寺
原　

初
任
者
が
抱
え
て

い
る
問
題
は
。

教
育
課
長　

児
童
生
徒

と
の
関
係
づ
く
り
や
保
護

者
対
応
に
悩
み
を
持
っ
て

い
る
初
任
者
が
多
い
よ
う

だ
。

寺
原　

初
任
者
が
研
修
で

担
任
ク
ラ
ス
を
外
す
時
の

対
応
は
。

教
育
課
長　

補
充
教
員
が

授
業
を
行
い
、
授
業
時
数

に
不
足
が
出
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。

寺
原　

初
任
者
研
修
の
た

め
に
時
間
外
労
働
が
増
え

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

教
育
長　

時
間
外
労
働
が

増
え
て
い
る
実
態
は
あ

る
。
31
年
度
４
月
か
ら
町

の
働
き
方
改
革
指
針
を
示

し
、
実
施
し
て
い
く
予

定
。

寺
原　

現
行
の
初
任
者
研

修
の
成
果
と
課
題
は
。

教
育
長　

授
業
づ
く
り
に

つ
い
て
は
成
果
が
認
め
ら

れ
る
が
、
学
級
づ
く
り
に

つ
い
て
は
課
題
も
あ
る
。

寺
原　

新
制
度
で
の
初
任

者
研
修
が
始
ま
る
と
い
う

こ
と
だ
が
。

教
育
長　

来
年
度
か
ら
は

若
年
教
員
研
修
と
な
り
、

３
年
間
で
実
施
さ
れ
る
た

め
、
１
年
目
の
研
修
時
間

が
削
減
さ
れ
る
予
定
。

町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
率
低
下
を
問
う

寺
原　

町
議
選
に
お
け
る

投
票
率
が
低
下
し
た
が
課

題
と
今
後
の
対
策
は
。

町
長　

公
開
討
論
会
等
が

あ
れ
ば
、
投
票
率
向
上
に

つ
な
が
っ
た
か
と
思
う
。

先
般
の
「
子
ど
も
議
会
」

等
、
ま
ち
づ
く
り
の
議
論

を
通
し
て
、
町
政
に
関
心

の
あ
る
人
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
。

初任者の授業風景（東小田小学校）

柳　雅明　議員

教
員
初
任
者
研
修
の

成
果
と
課
題
は

31
年
度
か
ら
新
制
度
の
研
修
へ

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

た
め
池
を

誰
で
も
見
や
す
い
方
法
を
検
討
し
て
作
成

寺原裕明　議員

地蔵谷池



一
般
質
問

　
選
挙
後
の
初
議
会
に
多
数

（
近
年
で
は
最
高
）の
傍
聴
者

が
あ
っ
て
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

　
議
員
さ
ん
は
町
民
の
代
表

者
と
し
て
、町
の
活
性
化
の
た

め
政
策
論
議
を
活
発
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

　
町
民
が
議
会
に
関
心
を
持

つ
よ
う
な
対
応
と
努
力
も
お

願
い
し
ま
す
。 （
Ｔ
・
A
さ
ん
）

　
傍
聴
席
の
前
の
仕
切
り
が

高
く
、議
場（
議
員
）全
体
が

見
え
ず
、可
視
化
し
た
方
が
良

い
。議
員
の
真
剣
な
姿
勢（
一

人
一
人
）が
分
か
ら
な
い
。議

場
内
に
議
員
向
け
カ
メ
ラ
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。 

 

（
Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
）

2019年6月定例会（予定）

傍
聴
者
数
43
人

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

３月議会 傍聴者の声

●開会　　　6月 7日（金）10：00 ～
●一般質問　6月11日（火）10：00 ～
  ～ 13日（木）　　〃
●閉会　　　6月14日（金）14：00 ～
※日程は確定次第、ホームページに掲載します。

【一般質問通告書の公開】
６月４日以降ホームページで公開の予定です。

また、支所窓口や議会事務局で配布しています

ので、ぜひご覧ください。
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豪
雨
災
害
の
復
旧・復
興
状
況
は

早
期
復
旧
を
念
頭
に

来
年
度
末
の
完
了
を
目
標

学
校
ト
イ
レ
を
洋
式
化
に

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

洋
式
ト
イ
レ
の
学
校

間
の
格
差
是
正
を

石
橋　

学
校
は
、
子
ど
も

達
の
学
習
・
生
活
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
地
震
等

の
災
害
発
生
時
に
は
地
域

住
民
の
指
定
避
難
場
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

各
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

現
状
は
。

教
育
課
長　

表
１
の
通
り
。

石
橋　

災
害
時
に
避
難

所
を
運
営
す
る
立
場
に
あ

る
者
と
し
て
、
学
校
施
設

の
ト
イ
レ
状
況
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

環
境
防
災
課
長　

施
設
の

ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
っ

た
場
合
等
に
、
備
蓄
し
て

い
る
仮
設
ト
イ
レ
を
使
用

す
る
。
仮
設
ト
イ
レ
を
女

性
専
用
と
す
る
等
、
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
努
め
る
。

石
橋　

災
害
時
に
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
方

等
、
す
べ
て
の
人
に
配
慮

し
た
ト
イ
レ
環
境
が
必
要

で
あ
る
。
和
式
ト
イ
レ
が

多
く
を
占
め
る
現
状
の
中

で
、
今
後
の
ト
イ
レ
洋
式

化
に
対
す
る
見
解
は
。

町
長　

学
校
間
の
整
備
率

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る

こ
と
を
再
度
認
識
し
た
。

町
の
財
政
事
情
等
々
、
有

利
な
補
助
事
業
等
を
し
っ

か
り
勉
強
し
、
教
育
的
見

地
、
災
害
的
見
地
か
ら
、

十
分
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

石
橋　

子
ど
も
達
が
平
等

な
教
育
環
境
の
中
で
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
等
し
く
避
難
生
活
を

送
れ
、
学
校
間
の
格
差
是

正
が
一
歩
で
も
前
進
す
る

よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
ト
イ
レ
環
境
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

す
る
。

豪
雨
災
害
の
復
旧
・

復
興
を
問
う

木
村　

激
甚
災
害
の
指
定

を
受
け
て
い
る
が
、
特
段

の
復
旧
期
間
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

制
度
上
被
災

し
た
年
を
含
め
３
年
以
内

に
完
了
と
な
っ
て
い
る
が
、

目
標
と
し
て
来
年
度
３
月

末
ま
で
に
は
完
了
し
た
い
。

木
村　

復
旧
工
事
の
優
先

順
位
等
は
。

建
設
課
長　

被
災
し
た
場

所
の
重
要
性
・
危
険
度
・

緊
急
性
を
考
慮
し
、
早
期

対
応
を
講
じ
る
必
要
の
あ

る
所
を
選
考
し
、
発
注
を

進
め
て
行
く
。

木
村　

農
地
災
害
の
地
元

負
担
率
、各
負
担
割
合
は
。

ま
た
、
誰
が
納
め
る
の
か
。

建
設
課
長　

農
災
の
単
独

事
業
に
つ
い
て
は
一
律
、
町

９
割
・
受
益
者
１
割
に
改

正
し
、
負
担
金
の
納
入
は

地
権
者
と
耕
作
者
の
協
議

の
上
対
応
し
て
い
た
だ
く
。

木
村　

被
災
さ
れ
た
農
家

は
、
い
つ
か
ら
作
付
け
が

出
来
る
の
か
。

農
林
商
工
課
長　

被
災
の

種
類
・
場
所
あ
る
い
は
作

物
の
種
類
に
よ
っ
て
、
一
概

に
回
答
で
き
な
い
が
、
本

年
度
の
作
付
け
は
状
況
を

理
解
の
上
、
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

災
害
ご
み
の
仮
置
き

場
・
分
別
の
問
題

木
村　

大
規
模
災
害
発
生

後
の
災
害
ご
み
の
仮
置
き

場
・
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

必
要
と
考
え
る
が
。

環
境
防
災
課
長　

災
害
ご

み
の
処
理
方
針
と
し
て
、

ご
み
の
仮
置
き
場
の
確

保
・
分
別
の
周
知
・
処
理

方
法
・
必
要
な
人
員
お
よ

び
役
割
分
担
な
ど
を
考
慮

し
た
計
画
を
作
成
す
る
。

　

災
害
ご
み
対
策
は
、
重

要
課
題
と
し
て
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

間もなく工事が始まる中島池

和式トイレが並ぶ夜須中学校

石橋里美　議員

木村和彦　議員



　
選
挙
後
の
初
議
会
に
多
数

（
近
年
で
は
最
高
）の
傍
聴
者

が
あ
っ
て
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

　
議
員
さ
ん
は
町
民
の
代
表

者
と
し
て
、町
の
活
性
化
の
た

め
政
策
論
議
を
活
発
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

　
町
民
が
議
会
に
関
心
を
持

つ
よ
う
な
対
応
と
努
力
も
お

願
い
し
ま
す
。 （
Ｔ
・
A
さ
ん
）

　
傍
聴
席
の
前
の
仕
切
り
が

高
く
、議
場（
議
員
）全
体
が

見
え
ず
、可
視
化
し
た
方
が
良

い
。議
員
の
真
剣
な
姿
勢（
一

人
一
人
）が
分
か
ら
な
い
。議

場
内
に
議
員
向
け
カ
メ
ラ
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。 

 

（
Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
）

2019年6月定例会（予定）

傍
聴
者
数
43
人

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

３月議会 傍聴者の声

●開会　　　6月 7日（金）10：00 ～
●一般質問　6月11日（火）10：00 ～
  ～ 13日（木）　　〃
●閉会　　　6月14日（金）14：00 ～
※日程は確定次第、ホームページに掲載します。

【一般質問通告書の公開】
６月４日以降ホームページで公開の予定です。

また、支所窓口や議会事務局で配布しています

ので、ぜひご覧ください。

15 筑前議会だより（53号）

歩
道
は
誰
の
た
め
に

あ
る
の

河
内　

や
す
ら
ぎ
荘
入
口

信
号
の
歩
道
は
、結
構
な
傾

斜
が
あ
り
、非
常
に
通
行
が

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。フ

ラ
ッ
ト
に
す
べ
き
で
は
。

建
設
課
長　

な
か
な
か
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

交
差
点
改
良
事
業
に
よ
り

今
以
上
に
ゆ
る
い
傾
斜
の

構
造
と
な
る
よ
う
に
計
画

し
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
上
限
が

10
万
円
に

河
内　

公
平
性
を
保
つ
た

め
に
も
、上
限
額
を
元
の

20
万
円
に
戻
す
べ
き
で

は
。

都
市
計
画
課
長　

町
内
事

業
者
の
内
需
拡
大
も
含
め

て
潤
っ
た
事
業
だ
が
、一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、以
前
の
制
度

に
は
戻
さ
ず
実
施
す
る
。

町
長　

最
重
要
課
題
は
災

害
対
策
で
、様
々
な
事
業

を
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
予
算
編
成
の
中
で

も
10
万
円
だ
け
の
制
度
は

キ
ー
プ
し
た
い
と
い
う
思

い
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

委
託
先
へ
の
検
証
は

河
内　

社
協
へ
委
託
し
て

い
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
検
証
は
。

福
祉
課
長　

活
動
報
告
は

毎
月
、町
に
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、成
果
が
出
て
く
る
に

は
、あ
る
程
度
時
間
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

住
宅
新
築
等
貸
付

事
業
の
早
期
解
決
を

河
内　

未
居
住
・
滞
納
者

に
対
し
て
貸
付
契
約
書
に

沿
っ
た
対
応
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。今
後
の
見
通
し

は
。

人
権
・
同
和
対
策
室
長　

債
務
者
の
記
録
に
は
今
ま

で
に
違
約
金
を
請
求
し
た

ケ
ー
ス
は
見
当
た
ら
な
い
。

自
主
的
な
返
納
を
基
本
と

し
、必
要
に
応
じ
て
、法
的

措
置
や
強
制
執
行
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

歩行者に優しい歩道を

河内直子　議員

国
道
沿
い
の
歩
道
は

フ
ラ
ッ
ト
に

今
後
、
十
分
検
討
さ
せ
て
も
ら
う

一
般
質
問



　卒
業
式
・
入
学
式
が
終
わ
り
、

皆
さ
ん
も
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
方
々
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　広
報
委
員
会
も
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
す
。試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、斬

新
な
編
集
を
考
え
ま
し
た
。今

回
の
議
会
だ
よ
り
は
、い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ま
の
議

会
へ
の
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
広
報
委
員
会
全
委

員
で
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。山

本

　久
矢

　議
会
で
は
、地
区
が
担
っ
て
い
る
河
川
の

草
刈
り
問
題
を
近
年
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。ど
の
地
区
も
高
齢
化
に
伴
い
、人
手
や

機
械
・
運
搬
手
段
の
確
保
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
70
歳
以
上
が
大
半

で
、90
歳
に
近
い
方
も
お
ら
れ
、数
年
で
限

界
だ
と
多
く
の
声
が
出
て
お
り
、議
会
で
も

対
策
や
将
来
の
展
望
を
町
に
求
め
て
き
ま

し
た
。

　町
管
理
の
河
川
の
草
刈
り
を
全
て
町
が

実
施
す
る
に
は
、莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。し
か
し
洪
水
等
の
水
害
防

止
・
環
境
保
全
な
ど
、大
変
重
要
な
こ
と
で

す
。町
に
お
い
て
も
草
刈
り
に
つ
い
て
県
や

国
に
要
望
・
相
談
を
し
た
り
、調
査
研
究
を

し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
の
新
規
事
業
は
、行
政
区
が
環

境
美
化
活
動
等
の
た
め
に
草
刈
機
等
の
機

械
を
購
入
す
る
際
に
町
が
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。財
源
は
そ
っ
た
く
基
金

で
、補
助
上
限
は
200
万
円
で
す
。乗
用
草
刈

機
や
遠
隔
操
作
の
草
刈
作
業
車
な
ど
の
購

入
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、人
手
不
足
解

消
・
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。こ
れ
で
全
て
が
解
決
で
き
る
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
か
ら
も

調
査
研
究
を
町
と
議
会
で
互
い
に
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今号から、町の話題や注目のものを町民の
みなさんに『ちくぜんレポート』としてお伝
えしていきます。
　今回は31年度の注目事業、「筑前町草刈機
等購入費補助金」について報告します。

発
行
責
任
者

　議

　
　長

　田
中

　政
浩

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長

　山
本

　久
矢

　副
委
員
長

　河
内

　直
子

　委

　
員

　寺
原

　裕
明

　委

　
員

　柳

　
　雅
明

　委

　
員

　石
橋

　里
美

　委

　
員

　木
村

　和
彦

印刷／井上紙工印刷㈱　福岡県朝倉市持丸625-1　☎0946-22-3951

編

集

後

記

2018年9月　ラジコン草刈機を操作する町長

2018年12月　草刈機の実演

筑前町草刈機等購入費補助金

◆補助対象◆

※詳細は担当の建設課までお尋ねを

○町内行政区（区民の同意が必要）
○20万円以上の機械で別途の機械要
件に該当するもの
○補助金の額は本体購入価格の２分の
1まで、200万円を上限

CHIKUZEN  REPORT
第1回

ちくぜん
レポート
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